
県
内
六
四
五
地
点
を
測
定

市
販
の
簡
易
測
定
器
を

用
い
て
岩
手
県
全
域
を
八

回
に
分
け
て
走
行
し
放
射

線
空
中
線
量
率
を
測
定
し

ま
し
た
。
自
動
車
内
ダ
ッ
シ

ュ
ボ
ー
ド
上
（
地
上
約
一

㍍
）
に
測
定
器
を
置
き
六
四

五
地
点
を
記
録
し
ま
し
た
。

う
ち
、
一
七
一
地
点
で
は
車

外
で
の
地
表
面
の
測
定
も

行
い
車
内
測
定
値
と
の
差

を
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
全

て
の
測
定
値
を
、
二
〇
一
一

年
七
月
二
日
に
合
わ
せ
減

衰
補
正
し
、
分
布
マ
ッ
プ
に

ま
と
め
ま
し
た
。

県
全
域
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

測
定
の
結
果
、
車
内
測
定

値
最
高
は
〇
・
二
四
μ
シ
ー

ベ
ル
ト
／
時
、
車
外
で
は

〇
・
四
五
μ
シ
ー
ベ
ル
ト
／

時
で
い
ず
れ
も
奥
州
市
前

沢
地
区
の
地
点
で
し
た
。
等

値
線
地
図
（
上
図
右
）
を
作

っ
て
み
る
と
奥
州
市
、
平
泉

町
、
一
関
市
あ
た
り
に
空
間

線
量
率
の
高
い
地
点
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
事
故
前
の
線

量
分
布
図
（
日
本
地
質
学
会
Ｈ

Ｐ
・
上
図
左
）
と
比
較
し
て

み
る
と
、
岩
手
の
大
半
は
約

〇
・
〇
七
μ
シ
ー
ベ
ル
ト
／

時
以
下
だ
っ
た
の
で
全
域

で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
後
の
正
確
な
予
測
を

こ
の
降
下
放
射
性
物
質

は
ど
の
よ
う
に
移
動
し
減

衰
し
て
ゆ
く
の
か
、
さ
ら
に

細
密
な
ポ
イ
ン
ト
測
定
や

予
測
計
算
が
必
要
で
す
。

《天恵の海》
２０１４（平成２６）年

７月 １４日

第１４３号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》

《再処理／岩手の環境》
http://sanriku.my.coocan.jp/

二
〇
一
一
年
三
月
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
で
環
境
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
は
ど
の
よ
う

に
拡
散
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
の
か
？

ま
ず
実
態
を
知
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
、『
岩
手
県
の
放

射
能
汚
染
マ
ッ
プ
』
報
告
学
習
会
が
、
六
月
八
日
、

盛
岡
市
内
ア
イ
ー
ナ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
し
た
の
は
、
岩
手
大
学
農
学
部
農
学
生
命
課

程
教
授
の
築
城
幹
典
さ
ん
と
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
土

壌
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
い
わ
て
」
の
方
々
で
し
た
。

会
場
に
は
約
六
〇
人
の
市
民
が
参
集
。
事
故
発
生

後
い
ち
早
く
放
射
線
測
定
器
を
ク
ル
マ
に
積
ん
で
県

内
を
駆
け
巡
っ
た
報
告
や
、
子
供
の
健
康
被
害
を
心

配
す
る
親
た
ち
の
協
力
に
よ
っ
て
県
内
全
域
の
土
を

収
集
し
て
測
定
し
た
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（注）原版はカラー。白黒版ではその差が不明瞭です。

凡例：事故前 0.05～0.13μSv/h :事故後：0.10～0.60μSv/h



約
三
百
地
点
の
放
射
線
測
定

岩
手
県
南
部
の
放
射
能

汚
染
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
事
故
の
翌
年
、
「
放
射

線
被
曝
か
ら
子
ど
も
を
守

る
会
・
い
わ
て
」
が
主
催
し

岩
手
県
下
の
「
土
壌
」
の
放

射
線
を
計
測
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
企
画
が
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
岩
手
県
南
市
町

村
や
仙
台
在
住
の
市
民
が

参
加
し
、
子
ど
も
の
健
康
を

心
配
す
る
親
た
ち
な
ど
の

協
力
で
土
を
集
め
、
市
民
放

射
能
測
定
所
に
送
る
作
業

を
約
一
年
間
行
い
ま
し
た
。

目
的
か
ら
調
査
地
点
は

学
校
や
幼
稚
園
の
庭
や
公

園
、
空
き
地
、
道
路
、
土
手
、

河
川
敷
、
水
田
の
畦
地
な
ど

子
供
の
近
づ
き
そ
う
な
場

所
を
選
び
、
数
日
間
雨
の
降

ら
な
か
っ
た
日
に
深
さ
五

セ
ン
チ
の
土
壌
採
取
を
行

い
ま
し
た
。
採
取
と
と
も
に
、

真
上
の
五
セ
ン
チ
と
一
メ

ー
ト
ル
の
空
間
放
射
線
量

率
の
測
定
も
行
い
ま
し
た
。

深
刻
な
土
壌
汚
染

全
三
一
六
地
点
の
測
定

結
果
か
ら
以
下
の
よ
う
な

考
察
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
全
地
点
か
ら
セ
シ

ウ
ム
１
３
４
が
確
認
出
来
る

こ
と
か
ら
、
放
射
能
の
高
低

に
関
わ
ら
ず
東
電
福
島
原

発
事
故
由
来
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

そ
し
て
金
ケ
崎
町
で
最
高

値
四
五
七
〇
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
で

あ
っ
た
の
を
筆
頭
に
三
〇

〇
〇
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
以
上
が
三

地
点
、
二
〇
〇
〇
Ｂ
ｑ
／
ｋ

ｇ
以
上
が
八
地
点
、
一
〇
〇

〇
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
以
上
が
四
一

地
点
、
五
〇
〇
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ

以
上
が
四
七
地
点
で
し
た
。

こ
れ
は
岩
手
県
が
実
施
し

た
一
六
〇
地
点
の
耕
作
地

土
壌
調
査
結
果
よ
り
深
刻

な
汚
染
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
セ
シ
ウ
ム
１
３
７

に

よ
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事

故
の
際
の
放
射
線
汚
染
区

分
（
土
地
）
に
当
て
は
め
て

見
て
も
『
第
四
区
分

放
射

線
管
理
ゾ
ー
ン
』
：
「
不
必

要
な
被
爆
を
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
る
五

六
九
～
二
八
四
六
Ｂ
ｑ
／
㎏

（
三
万
七
〇
〇
〇
～
一
八

万
五
〇
〇
〇
Ｂ
ｑ
／
ｋ
㎡
）

に
五
三
地
点
が
該
当
す
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

盛
岡
市
で
観
測
さ
れ
て
い
た
ヨ
ウ

素
１
３
１
と
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

事
故
時
岩
手
県
内
で
唯

一
、
放
射
性
降
下
物
の
観
測

が
行
わ
れ
て
い
た
盛
岡
市

の
「
県
環
境
保
健
セ
ン
タ

ー
」
の
公
開
デ
ー
タ
か
ら
、

岩
手
に
は
、
福
島
原
発
か
ら

放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質

の
プ
ル
ー
ム
（
放
射
能
を
含

む
大
気
）
が
二
〇
一
一
年
三

月
一
八
日
か
ら
四
月
三
〇

日
の
約
四
〇
日
間
に
、
五
～

十
回
飛
来
し
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

三
月
二
〇
日
に
は
ヨ
ウ

素
１
３
１
が
七
八
三
〇
Ｂ
ｑ
／

㎡
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
一

三
二
〇
Ｂ
ｑ
／
㎡
も

降
っ
て

い
ま
す
。

三
月
一
八
日
か

ら
五
月
七
日
ま
で
の
合
計

で
は
、
ヨ
ウ
素
１
３
１

が
八

二
四
二
Ｂ
ｑ
／
㎡
、
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
一
五
九
二
Ｂ

ｑ
／
㎡
に
な
り
ま
し
た
。

金
ケ
崎
の
ヨ
ウ
素
１
３
１
の

降
下
量
推
定

同
保
健
セ
ン
タ
ー
に
最

も
近
い
泉
屋
敷
児
童
公
園

で
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は

二
二
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
で
し
た
。

こ
の
デ
ー
タ
か
ら
、
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
同
士
を
比
較
す

れ
ば
、
金
ケ
崎
町
の
四
五
七

〇
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
は
盛
岡
の

約
二
一
〇
倍
で
す
。
半
減
期

八
日
の
放
射
性
ヨ
ウ
素
１

３
１
は
、
既
に
消
え
て
測
定

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
測
定
値
と
保
健

セ
ン
タ
ー
の
観
測
値
か
ら
、

事
故
後
の
県
南
部
へ
の
ヨ

ウ
素
１
３
１
降
下
量
の
推
定

は
一
定
程
度
可
能
で
す
。

早
急
な
健
康
調
査
を

福
島
県
ほ
ど
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
岩
手
県
南
に
は

深
刻
な
汚
染
箇
所
が
存
在

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
ヨ
ウ
素
１
３
１

は
子
供
た
ち
の
甲
状
腺
に

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

た
可
能
性
が
あ
り
、
早
急
な

放
射
線
防
護
の
体
制
整
備

が
必
要
で
す
。

（
ま
と
め
・
文
責
・
尚
）

土壌調査 深さ5ｃｍ×20×20ｃｍで土を採

取し NO1～NO314 までの伝票を付け、ビニ

ル袋にいれ市民測定所へ送った。

市 民 測 定 所 〇 ｢ 市 民 放 射 能 定 所
SAVECHILDiwate」北上市 〇「未来につなげる東

海ネット・市民放射能測定センター」名古屋市

〇「小さき花市民の放射能測定室」仙台市

測定値 ２０１１年６月１日現在に補正

採集期間 2012.5.28～ 2013.6.26
全サンプルのセシウム 134 137 について、

減衰の補正計算を行い、同一日に合わせた。

セ
シ
ウ
ム
１
３
４

+

１
３
７
濃
度
凡
例

赤
６
８
３
Ｂ
ｑ/

㎏
以
上
～
橙
黄
緑
青
紺
の

六
段
階
～
白
６
．
７
Ｂ
ｑ/

㎏
以
下

↓

岩
手
県
議
会
は
継
続
審
議

『
県
南
三
市
町
の
子
供
た
ち

の
甲
状
腺
検
査
請
願
』

「
一
関
市
、
奥
州
市
、
平
泉

町
の
子
供
た
ち
の
甲
状
腺
検
査

を
求
め
る
請
願
」
は
七
月
三
日

県
議
会
環
境
福
祉
委
員
会
に
付

さ
れ
ま
し
た
。
結
論
は
二
月
議

会
に
引
き
続
き
「
今
回
も
継
続

審
議
と
し
、
参
考
人
を
呼
び
意

見
聴
取
を
行
う
」
と
し
ま
し
た
。

請
願
グ
ル
ー
プ
は
「
福
島
県

調
査
で
は
九
〇
人
に
小
児
甲
状

腺
癌
の
所
見
が
あ
り
、
既
に
、

五
一
人
が
手
術
を
受
け
た
。
早

急
に
請
願
を
採
択
し
検
診
体
制

を
発
足
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
し
、

「
参
考
人
は
内
部
被
曝
に
詳
し

く
子
ど
も
を
守
る
立
場
の
人
が

ふ
さ
わ
し
い
」
と
申
し
入
れ
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

前
号
の
一
部
訂
正

本
紙
一
四
二
号
二
面
四
段
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

小
見
出
し
「『
放
射
能
特
措
法
』

の
改
定
期
限
は
八
月
末
」
→
「
三

年
経
過
で
再
検
討
」

記
事
「
今
年
八
月
三
一
日
に
は

改
正
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
」
→
「
八
月
三
一
日
以
降
再

検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
」


